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巻 頭 言 

右脳の効果を見直そう 

監 事 小阪直太郎 

昭和57年の応用化学会総会に大前研一氏が「右脳革命」の講演をされた事を覚えておられますか。日本人は元来 

右脳的な民族でしたが，明治以来の教育が欧米文明を先ず取り入れたため，知識つめ込み主義で小学校から大学校 

まで左脳の訓練に終始しました。 

そこで記憶した知識をまとめる事の上手な人が中心となった社会構成が出来上りました。右脳的な人は一般サラ 

リーマン社会では失格者とされて下積みとなっています。近年欧米では右脳の必要性から研究報告や論文が出され， 

その重要性を認めて，大前氏が「右脳革命」の訳本を日本に紹介されて以来日本にも色々な外国の訳本が出て，右 

脳の研究が盛んになり，右脳思考の重要さがますます指摘され出しております。 

私はもと横浜ゴムで工業品技術部や販売会社におりましたが，小学校から大学まで左脳の訓練の下で育ちました。 

それが10年程前に，ふとした不注意から階段で転び頭蓋骨を折り，右眼を失明しました。それからの私の性格が変 

り，右脳的になった事を自分でも驚いています。その事を書く前に，左右の脳について特徴を申しますと，左脳は 

言語をつかさどり，思った事を言葉にする能力。又順序よく論理的に整理する， （例えば，スケジュールを立てて 

その通り進める等）の能力があります。一方右脳はスムーズな動き，豊かな想像力，運動能力，直感力，感情など 

をつかさどり，又音楽やリズムにも敏感に感じる能力があります。問題解決のさいには，右脳は全体を把握する働 

きをします。 

さて，私の事にもどります。右眼を失明したので左眼で見た情報は右脳に入り，そこで色々なイメージを創った 

り，又右脳でふるい分けて一部を左脳に送りますので，読書など大変スピードが遅くなりましたが，右脳の中で創 

ったイメージは強く右脳に残っており忘れなくなりました。又，一番驚いた事は絵画を見る事が好きになった事で 

す。以前は絵をみても殆んど感性が伝わってきませんでしたが，昨年箱根のMOA美術館で，尾形光琳の「紅白梅 

図の扉風」を観た時に，感動のあまり動けず涙が出て止まらなかった程です。 

現在，三興工機囲で若い人達と品質管理を勉強していますが，横浜ゴム時代には，プラン，ドウ，チェック，ア 

クションのデミングサークルなんて面倒できらいでしたが，今では特にチェック，アクションで反省する時の右脳 

的思考が好きで，毎日楽しくやっています。 

「左脳思考の人を右脳思考に変えることは大変な努力が必要だ」 といわれていますが，私の場合右眼の失明から 

自然に変ってきたように思えます。 

現代社会は私のような左脳的教育を受けた人達がトップに立って活躍しておられます。この方々に是非とも右脳 

的人々の良さを認めていただき，その個性を活かしてほしいものです。人間の左脳の働きはこれからコンピュータ 

ーが代ってくれます。将来のビジョンをもてる右脳思考の強いトップがこれからは必要だと思います。もちろん基 

礎的のデータをもつ左脳も必要ですが， 「過去のデータを追っての経営方針」は不要な時代が来ると思うからです。 

従って右脳を訓練すると共に，左脳との間にある脳梁を通して左右脳が瞬時に一体となって働くような訓練をする 

事が大切だと思います。それには幼児からの訓練が大事ですが，老人になってからでも或る程度の進歩があること 

を私の体験から申し上げる次第です。 

脳について興味のある方は次の本を読まれる事をお奨めします。 

「右脳革命」大前研一（プレシデント社） 「全脳思考」品川嘉也（二見書房） 

（三興工機閥技術顧問，昭和15年卒・旧制20回） 
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新素材シリーズ③ 

高密度磁気記録材料の展開 

1． はじめに 

最近の日常生活の中で， 最近の日常生活の中で，ウォークマンのオーデ 

ィオテープからビデオテープ，さらにはマイコン 

のフロッピーディスクなど磁気記録材料の恩恵が， 

いやおうなく実感できるようになってきた。現在 

の磁気記録材料の主流は，塗布型の針状γ一Fe203

であるが，この分野では大容量化，高密度化，小 

型化の目的にそって技術革新が進み，塗布型にか 

わる新しい材料が出現している。Co 析出のγ― 

Fe2 03 微粒子や連続薄膜媒体の実用化，さらには 

新しい技術としての垂直磁気記録方式や光磁気記 

録方式の芽が育ち，そのための材料開発が盛んで 

ある。我々の研究室では，たまたま湿式成膜技術 

である無電解めっき法によりハードディスク用磁 

性膜の研究を行なってきた。この基礎研究の一部 

がめっき型ハードディスク実用化のきっかけを与 

えたので，特にハードディスク材料を中心に高密 

度磁気記録材料の動向をここで紹介したい。 

2． 高密度化のためのディスク・ヘッド技術 

磁気ディスク装置の開発は， 1957年のIBM-

350以来IBM主導型で進められているため，IBM

装置名と対応させて扱うと磁気記録の動向が理解 

しやすい。図1に記録密度と装置発表年次を示す。 

図から明らかなように最近では10年で10倍，20年 

で100倍のハイペースで記録密度が増大している。 

現在の磁気ディスク装置の形態は1970年代に発表 

されたウィンチェスター・テクノロジーが主流と 

なっている。この技術とは，ディスク回転時には 

早稲田大学理工学部応用化学科 助教授，工学博士 

（昭和44年応用化学科卒・新制19回） 

逢 坂 哲 禰 

ヘッドが浮上しているが，回転のスタート・スト 

ップ時にはヘッドがディスク面に接触するCss方 

式がとられ，データモジュールというディスク・ 

ヘッド・キャリッジが一体化した構成となってい 
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図1. 記録密度の向上 

（番号はIBM 磁気ディスク装置の型を示す） 

239(1964) 

,,Ijl966) 
ー 琴5dl翌ら(1981) 

I 10

線記録密度（K biソ同 

図2． 線密度と主要パラメータの関係 

(A.S. Hoagland, COMPUTER 12 (No. 5), 12 (1979) ) 

る。このためディスク・ヘッド系の高信頼性と低 

価格化が実現している。高密度化をはかるために 

は媒体の膜厚，ディスク・ヘッド間の浮上量，ヘ 

ッドギャップ長の減少が必要である。現在の長手 

記録（ビットの方向が基板と平行に記録されてい 
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る）では，高密度化のためのビット短小を行なう 

と，どうしても減磁界のため膜厚を薄くしなけれ 

ばならない。さらに，ヘッドギャップ長を減少し 

なくては高密度には書きこめず，その結果，磁界 

がとどくためにディスクヘッド間の浮上量を減ら 

す必要がでてくるわけである。これら3つの主要 

パラメータと記録密度の関係を図2 に示す。図か 

ら明らかなように媒体の膜厚，ディスク・ヘッド 

間の浮上量，ヘッドギャップ長の減少が，大容量 

化を押し進めている。しかし，これら主要因子の 

改良（すなわち減少）は飽和に近づきつつある。 

したがって，ヘッドの改良も必要で，高密度化に 

伴う高周波数記録再生が可能な薄膜ヘッドが，よ 

り高密度化を可能とするものとして一部のシステ 

ムで実用化されている。 

3． 連続薄膜ディスク媒体 

高密度化が可能な連続薄膜ディスクは，めっき 

技術による金属磁性薄膜とスパッタ技術によるフ 

ェライト薄膜が試みられ，1981年，電々公社が世 

界に先がけて開発した8 インチディスクを用いた 

小型密封型400 Mバイトの大容量磁気ディスク装 

置（15 kFRPI, L 1 kTPI）にこれらのディスク 

が採用されている。図3に磁気ディスク・磁気ヘ 

ッドの進歩状況を示す。1979年までは塗布型ディ 

スク・バルクヘッドの組合せ，1979年からは塗布 

型ディスク・薄膜ヘッドの組合せで記録密度の向 

上が行なわれている。電々公社によるパティー 

(PATTY ）は薄膜ディスク・バルクヘッドの組 

合せとなっている（1981)。このように現在は， 

ちょうど薄膜ディスクへの移行時期にあたってい 

ると言える。今後は薄膜ディスク・薄膜ヘッドの 

磁性膜 
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図 3． 磁気ディスク・磁気ヘッドの進歩 

Q: IBM 大形ディスクファイル（最初の出荷 

年次),● : 8インチ・ディスクファイル 

表t 最近の磁気ディスク装置の性能 

シ ス テ ム 
シンビング 

年次 

ピント密度 

(BPS) 

トッラク密度 

(TPI) 

面密度 

(blts/in2 ) 

薄膜デイスク＋ノもレクへッド 

電々公社JS4380

日本電気N 7756

(1981) 8in

(1984) 9in 器k18.0k 震 
15.4 M

】8.6M

塗布デイスク＋蘭膜へッド 

IBM 3380 (1980) l4in 15.2k 0.8k 12. 2 M

日本電気N 7761 a983> 14in 15. 2k 08k 12. 2 M

IBM 3380E (1985) 14in 15.25? 1.7k? 26.2 M? 

塗布デイスク＋バルクへッド 

19.7
k 

18
.5
5

富士通M2333 (0984) 81n 13.5 M

日立DK814 S -34 (1584) 8th 誤k0.8k 14.0 M

め っ き 
連続膜形 

保護膜侶10り 
0.08im

磁性膜 
O.08pm

中間下地膜 
(NIP) 
O.3um

硬質下地膜 
(NiP) 
20 -30"m

図4‘ 各種磁気ディスクの断面 （石田，ェレクトロニクス4月号P.62 (1985)) 
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組合せで記録密度が向上していくであろう。この 

ように薄膜ディスクのニーズが高まり，その作製 

法のーつとして我々が関係してきた無電解めっき 

法が利用されだしていると言える。図4 に，薄膜 

ディスク媒体の代表的な構成を示す。r Fe203

スパッタ型では保護膜がいらないが，1000 A程度 

の膜厚が必要であり，めっき型では膜厚が500 A

程度まで薄くなるが，保護膜が必要でスペーシン 

グロスとなる。このような新しい連続薄膜技術に 

対して，従来技術である塗布型ディスクの追い上 

げも著しい。表1 に最近の磁気ディスク装置の性 

能を示すが，この表により従来技術の進展を実感 

できるであろう。このように新しい技術出現時に 

は，信頼性の高い従来技術との競い合いの結果， 

両方の技術が刺激しあって新技術が育つようであ 

る。連続薄膜ディスクは，従来の長手記録方式の 

延長線上に位置している。従って，磁性膜の薄膜 

化の必要性からいずれは限界に達するであろうが， 

従来技術の改良により両者の技術による高密度化 

がしばらく進むであろう。 

4． 垂直磁気記録方式 

1977年東北大学の岩崎教授により高密度化の新 

しい磁気記録技術として，垂直磁気記録方式が提 

案され，注目を浴びている。ここでは，この新し 

い方式を簡単に紹介する。従来の長手記録方式お 

(a ) Longitudinal mode

a→0，吻→4,rM

thinner 6' 

High Hc

A1 (uniaxial) 

(b.) Perpendicular mode

,k-*O, Hd→O

thicker 6' 

middle HC

A.L (uniaxiaリ 

(c ) Circular mode

Hd = 0

thinner 5' 

Low Hc

K1,Kガ 

(multiaxial) 

図5 磁気記録に利用できる磁化モード 

（岩崎俊一，固体物理 12, 101 (1977)) 

よび新しい垂直記録方式の磁化モードの模式図を 

図5 に示す。 (a）に示す長手方式では，記録波 

長A が短かくなると減磁界Hdが大きくなり最大 

値4 irMs (Ms 】飽和磁化）に近づくため，高密 

度化（A -0）による薄膜化はどうしてもさけら 

れず高保磁力化（Hc大）も必要となる。一方， 

(b）に示す垂直磁化モードは2 の短縮により逆 

にHdの減少が起こる。そのため高密度化のため 

の媒体薄膜化の必要がなく， ビット当りの残留磁 

気モーメントの増加により再生時のS /N値が改 

善できる等，原理的に高密度記録に適していると 

言える。この垂直記録方式のためには，この方式 

に適したヘッドおよび媒体が必要であることは言 

うまでもない。垂直磁気記録媒体としては，面に 

垂直な磁化容易軸をもつ媒体が必要で，この媒体 

はCo - Crスパッタ膜によって実現し，現在では， 

種々の方法による垂直記録媒体の試みがなされて 

いる。Co 一 Cr スパッタ膜ではCr添加により媒 

体の飽和磁化が低下し異方性ェネルギーKu (=K1

2 irMs2 ）を正とすることができる。K1 は膜 

固有の垂直異方性ェネルギーであり， 2 2vMs2 は 

静磁ェネルギー値である。垂直磁化膜を得るため 

には媒体自身Co六方晶が面に対して垂直に配向 

する必要がある。筆者らは無電解めっき法によっ 

てもCo六方晶の垂直配向膜が可能であることを 

示し，めっき法による垂直磁気記録媒体の提案を 

行なっている。ヘッドとしては，岩崎教授らによ 

り媒体面に垂直に鋭い分布をもつ磁界発生が可能 

な垂直ヘッドが提案されている。さらに，このヘ 

ッドは，下地に高透磁率のFe-Ni膜を裏打ちし 

た二層膜媒体と組合せることにより，理想的な垂 

直磁気記録が行なわれることが確認されている。 

このヘッドでは補助磁極と主磁極により媒体をは 

さむ型となるため応用はフロッピーディスクのよ 

うな薄い基体にかぎられていたが，片側励磁型垂 

直ヘッドの提案も行なわれている。厚い基体では， 

リングヘッドとの組合せが行なわれていたが，近 

年は，片側励磁垂直ヘッドとの組合せも行なわれ 

ている。実用機の試作段階では，フロッピーディ 

スク装置が最も進んでおり，はじめは現状の10倍 

程度の記録面密度となりそうである。ハードディ 

スクはフロッピーディスク装置実用化後，数年し 

て出現する可能性が高い。この方式は，より高記 

録密度が必要な分野で応用され，発展していくで 
-4



あろう。 

5． 光磁気記録方式 

高密度ディスクの分野では，近い将来，実用化 

の可能性が高いもうーつの方式である光磁気記録 

方式も注目を浴びている。この方式は非接触型で 

あるためインターフェースの問題を生じない利点 

をもち，かつ記録密度も現在の磁気記録に比して 

一桁大きい。光磁気記録ディスクの分類を表2 に 

示す。コンパクトディスクCDと呼ばれる，再生 

専用（ROM）の光学式ビデオディスクVD， デ 

ジタル・オーディオ・ディスクDADはすでに実 

用化されており，また書き換え機能は有しないが 

記録再生用（DRAW）の光メモリーもすでに文 

章用ファイル・メモリとして実用化が始まってい 

る。書き換え可能な光記録方式（ERASABLE) 

については近い将来文章ファイル用として実用化 

が考えられている。現在，コンピュータ用メモリ 

分野での高性能ディスクとしての利用を可能とす 

表2 光ディスクの分類 

種 類 機 用 用 途 

ROM

DRAW

ERASABLE

再生専用 

記録，再生 

記録，再生，消去 

DAD, VD

文書フアイル（OA用） 

磁気デイスクの高性能化 

る記録媒体を目的とした材料開発が進み，光学ヘ 

ッドの改善とあわせて，今ではC /N値（S /N

値に対応する）が55dBを越えるようになり，書 

き換え可能なディジタルメモリとしての用途も可 

能性が高い。媒体としては希土類のTb, GdとFe

またはCoのアモルファス化合物が研究され，キ 

ューリー点の低い垂直磁化膜が望まれている。図 

6 に各システムの記憶容量とアクセス時間を示す。 

光磁気ディスクは，現在は誤り率が悪いため，フ 

ァイル・メモリが主である。また，アクセス時間 

では磁気ディスクに劣るが，磁気テープより優れ 

ているため，磁気テープ置換の実現性が高い。従 

って，データ誤り率が向上するとフロッピーディ 

スクの分野での活躍も可能となるであろう。 

6. おわりに 

高密度磁気記録材料の分野は，まさに複合材料， 

複合技術の集大成である。たとえば，めっきディ 

スクでは，アルミ合金の表面粒さ100 A以下に鏡 

面研磨し，その上にクリーンルーム内で無電解ニ 

ッケルめっきを30iimつけその表面を鏡面研磨し 

た上に0. 24lnでフィルタリングしているめっき 

浴から500 A程度の磁性膜をつける。その上にス 

ピンコート法によるSi02 保護膜を800 A 程度つ 

け，潤滑層をワイピングして出来上がる。このデ 

ィスク・ヘッド間0.2 "m程度の浮上量で3600rpm

回転させて情報の書き込み，読み取りを行なうわ 

けである。このような極限的な技術が実用化され 

るには，一つーつの技術の種み重ねを総合的に 

まとめ上げねばならないであろう。化学技術者が， 

このような分野で，特に材料開発に携わって活躍 

することを期待したい。 

人間の脳細胞 
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海外シリーズ③ 

滞米生活雑感 

ニューョーク駐在として滞米生活を始めて早や 

5年を過ぎようとしています。今回，海外シリー 

ズに何か書けとの御指名を受け，日頃の先生方及 

び皆様への御無沙汰をお詑びする意味も含めてペ 

ンを取る事にしました。 

ただアメリカについては，出張・駐在経験者も 

多数居られると思いますし，又沢山の体験談やノ 

ウハウものの本が出版されているため，題材の選 

定に非常に困りました。しかし私の肌で感じた印 

象をいくつか羅列する事により，アメリカの1側 

面がお伝え出来れば望外の喜びと書いてみる事に 

しました。 

ーアメリ力版大岡裁き― 

アメリカは，弁護士の数が日本と比べると圧倒 

的に多数であり，また訴訟件数も非常に多い事か 

らギスギスした潤いの少ない権利の主張だけで張 

り合っている社会の様に，受け取られ勝ちです。 

が，確かにそういう面もある一方，仲々味のある 

裁判の判決が下される事もあり，結構ほのぼのと 

した雰囲気を感じる事があります。 

もう2年前の話と思いますが，IBM産業スパイ 

事件があった時， 1被告として日系アメリ力法人 

日産化学上業（株），ニューョーク駐在 

（昭和44年応用化学科卒・新制19回） 

井上 健 

の日本人代表者が，単独で裁判を受け判決を下さ 

れた時の事です。当時アメリカでの失業率が上昇 

中であった背景もあり，被告人に対して実刑のか 

わりに，数力月間の週末の社会奉仕と，アメリカ 

人をその日系法人に最低1名雇用する事を義務付 

けた判決が下されました。被告人はむしろ社会と 

より多くの接触を保ちながら，社会的矯正をする 

のが良いとの見方がその背景にある様に感じられ 

ましたが，仲々日本では見られない判決と，強く 

印象付けられました。また， 1年前，フットボー 

ルの花形選手がディスコで客とトラブルを起こし， 

暴力沙汰になった事件がありました。内容的には 

それ程大きな暴力ではなかった様ですが，約半年 

の裁判の後，次の様な判決が下されました。暴力 

沙汰については喧嘩両成敗と考えられるが，フッ 

トボールの花形選手として未来ある少年達を，健 

全なチームワークが保てる様に引っ張っていって 

貰わなければならない立場と考えられるため，オ 

フシーズンに週2時間4週間にわたり，子供達に 

フットボールをコーチする事を刑に変えるとの内 

容でした。この様に，その場その時の状況をうま 

く把え，被告人にも又周囲の人間に対しても，何 

らかの意味ある形で社会還元が出来る様にとの配 

慮が感じられ，印象深いものがありました。 
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ーアメリ力大統領選挙― 

私の滞米5年の中で割合いと大きな出来事は， 

2度の大統領選挙を現場で経験出来た事だと思い 

ます。結局2度ともレーガン大統領が勝った訳で 

すが，80年のカーター対レーガンのテレビ討論会 

（ディベイ ト）も84年のレーガン対モンデールの 

ディベイ トも，テレビの前に釘付けにされる，ス 

リリングでかつ面白いものでした。80年の時は， 

朴納としたカーター色が4年の任期でその新鮮味 

が薄れ，むしろ融通の利かない田舎者的雰囲気が 

強調されたのに対し， レーガンの方は，表情豊か 

に，強いアメリカを，そして暮し向きを良くした 

く有りませんか？と問いかける戦略を取り，その 

戦い方が功を奏し勝利を勝ちとりました。一方， 

84年の選挙で叫ま，守勢に回ったレーガンが初回の 

テレビ討論会では非常に固くなりまた口調も滑ら 

かさがなかった為，大分モンデールにポイントを 

稼がれましたが，第2回の最終会では，本来の笑 

顔と表情豊かな口吻で軽くモンデールの追撃をか 

わした為に，元々持っていた優勢の勢力分布を失 

う事なく楽勝した事は記憶に新しい事です。 

日本と異なり，大統領候補者をはじめとする政 

治家達は，私達にも解り易い言葉で，しかも原稿 

もなしに，自国のみならず，世界の動きについて 

も常に正々堂々と自分の意見を主張し，またそれ 

らが論理的である事に常に気を配りながら議論を 

戦わせています。その気配りと能力に感心させら 

れたのと同時に，自由なそしてスリルある雰囲気 

に，すっかり魅せられました。 

―環境が人を創る― 

少し話を変えて，文化的社会的教育環境に目を 

向けてみたいと思います。ここでの話題は学校教 

育の平均点云々と言う事ではなく，アメリカの持 

っている美術館・博物館・動植物園そして公園が 

いかに整備されているかを取り上げてみたいと思 

います。たまたまニューョークという非常に整備 

された環境にいる事は確かな様ですが，市内だけ 

でも約200の美術館・博物館があり，例えば絵画 

にしても，教科書に出て来る様な絵が至る所で見 

られ，また著名作者の絵が制作年代順に多数にわ 

たり展示されているのには，全く圧倒されます。 

何度か足を運んでいる中に，説明書き等から時代 

の背景，その人の人生の紅余曲折などが自然に学 

べ，なおさら面白くなっていくという非常に良い 

循環が出来る様になっています。また自然史博物 

館などで，陳列されている動物達の剥製も行儀の 

良い形だけでなく，むしろ生きている動きのーつ 

の典型を剥製にしてディスプレーしている為に， 

どの様な環境で動物達が生活しているかが一目で 

判る様な工夫もされています。週末ともなれば， 

どこも子供連れで賑わっていますが，この様な環 

境は自ずと幅広い知見と視野を持てる人間を育て 

る様に感じられます。多くの貴重な絵画や種々の 

展示物は，アメリカの力と資力で買い漁った結果 

とも言えますが， 「百聞は一見にしかず」で非常 

に貴重な教育材料になっている様な気がします。 

一自動車の制限速度― 

私達がアメリカを語る時に必ずーつの話題を形 

成するのが，広大さと車社会である事だと思いま 

す。ロッキーの山奥に入ろうが，ネバダの砂漠に 

入ろうが舗装された自動車道が延々と続いている 

のには全く驚かされます。が，その割に知られて 

いないのが全国一律最高速度は，ハイウェイとい 

えども88 KMノ時である事です。昔はテキサス等 

の一部では制限速度さえ必要のなかった時代があ 

りますが，オィルショックを受けるや直ぐにこの 

制限を導入してしまいました。この制限速度制定 

には，安全面も大きな要因として考えられたので 

しょうが，石油の節約に本格的に取り組んだアメ 

リカの一面を伺い知る事が出来ると思います。因 

みに，アメリカも原油輸入国となっていますが， 

第1次オィルショックから第2次オィルショック 

にかけ，必要全原油量中の僅か4 ％程度しかアラ 

ブ0PECに頼らなくて良い状況を創り上げていま 

す。元来資源の有る国とはいえ，かなり読みの深 

い備えをしている事は，世界的な政情バランスを 

常に見ていかざるを得ない日本人とLては，注目 

しておく価値がある様に感じています。 
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ーアメリ力の社会的不安定要素― 

民族が集まっているアメリカでは，「暗黙の諒解」 

ーアメリ力の社会的不安定要素一 二纂器讐J 買70)器讐森＃二 
又々話題を変えますが，アメリカは人種も言語 の決まりとして社会が機能しています。アメリカ 

も又文化も歴史も大変に錯綜している為に，その 流が決して良いとは言いませんが，何等かの摩擦 

社会は複雑な歪みを持っている様に思えます。セ が起きた時には，相手の立場に立って一度考えて 

キュリティー（安全）の問題はよく話題に上る事 みるという事は，私達にとっても必要な気がしま 

ですが，ここでは余り日本では話題にされない子 す。もちろん相手にも正々堂々と同様の要求をす 

供の行方不明（ミッシング・チルドレン）につい る事も必要でしょう。ただ残念ながら，その辺の 

て言及してみたいと思います。最近の新聞の統計 対応の仕方が日本人は余り上手でない様な気がし 

によりますと，年に150万人（18歳以下の子供） ます。ある面では自分を上手に表現・宣伝する事 

の子供達が行方不明になっているとの事です。尤 に馴れていない私達日本人の当然の帰結と言える 

も，その中の100万人は家出との事ですが，この のかも知れませんが，このハードルを超える事か 

家出の原因の大きな要素として家庭内暴力がある ら，日本の国際化と貿易摩擦の緩和策が生まれて 

様です。ここで言う家庭内暴力は，むしろ大人が くるのではないかと思っています。 

子供に対してふるう暴力が中心となっています。 （昭和60年5月巧日記） 

それ以外の約50万人は，離婚家庭で養育権を得ら 

れなかった親が，無理に引き取り行方をくらます 

ものが数えられています。もちろんこの様な暴挙 

は親といえども許されない為に統計に乗ってくる 

訳です。最近は2万人という膨大な数の子供達が， 

誘拐されていると推定されています。この数字は， 

日本人の私達には全くと言っていい程理解の範囲 

を超えるものですが，さすがアメリカでも社会問 

題となって居り，幼稚園や小学校ではその防止策 

として「知らない人にはついていかない」 との教 

えはもちろんの事，子供達の指紋のファイリング 

等々の事後対策に備える所も増えています。街頭 

のポスター等でミッシング，チルドレンとして賞 

金付きで情報提供を要請したり，紙製ミルクボト 

ルに写真入りの尋ね人が印刷されたりしている事 

は，全く日本社会では考えられない事と思います。 

こういう面でのアメリカは，正に病める巨人と言 

うところかと思います。 

―日米貿易摩擦― 

以上いくつかのアメリカの側面を書いて来まし 

たが，最後に最近話題になっている貿易摩擦に触 

れてみたいと思います。貿易摩擦は一部でいわれ 

ている様に文化摩擦であり，又1国1民族1言語 

の日本と，多民族多言語の欧米の摩擦であるとも 

言えると思います。基本的に歴史的背景の違う多 
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海外シリ 

ユ タ 大学 に て 

岡 野 光夫 

ソールトレークシティーは人口約30万，ユタ州 オマテリアル 

の州都であり，またモルモン教の総本山の都市と 私の所属するDepartment of Pharmaceutics

して知られています。都市は幅広い街路で碁盤の ではChairman の W. I. Higuchi 教授，S. W.Kim

目に整然と仕切られ，いつでもきれいに整備され 教授を中心に研究が活発に行われています。w.I. 

た公園が多数あり，まるで市全体がーつの箱庭の Higuchi 先生は4年前にユタ大がdistinguish prー 

ようであります。加えて治安は全米一で，我々日 ofessor という新しい地位を用意してミシガン大 

本人にとって生活はとても快適であります。夏は より迎えた先生で，薬剤のコントロールリリース， 

テニス，ゴルフ，釣り， ピクニックなど手軽に好 とくに皮フより薬剤を投与する新しいシステムを 

きなときにできます。ちなみに，26カ所あるゴル 精力的に推進させています。私のいる研究室は， 

フコースの一回の料金は8ドル（2000円程度／18 Kim教授，私と女性研究者2名の助教授，ポスト 

ホール）であります。冬は，国際級のスキーゲレ ドクタ-6名，Ph.D コースの学生14名，秘書2

ンデが車で20分程度のところに数力所あるので， 名，研究補助員3名の計28名で構成されています。 

容易にスキーができ，十分にアスピリンスノーを Kim教授は速度論で有名なアイリング教授のお弟 

楽しむことができます。 子で，物理化学（拡散理論）がもともとの専門で 

車で4 -8時間程度のところに国立公園がたく 生体と薬剤あるいは人工材料のかかわりを物理化 

さんあり，スケールの大きい自然を満喫すること 学的に解明し，新しい薬剤投与システム，人工臓 

ができます。北には，グランドティートン，イェ 器などをどのように設計するかという立場で研究 

ローストーン，東にはロッキーマウンティン，西 を進めています。ユタの人工心臓グループをマテ 

にョセミテ，南にザイオン，ブライスキャニオン， リアルの面から強力にアシストしているとともに， 

キャニオンランド，アーチス，グランドキャニオ バイオエンジニアリングのAndrade 教授（ハイド 

ンがあります。 ロゲル研究の世界第一人者）とも協同研究が行わ 

ユタ大学はソールトレークシティーの東側の山 れています。 

の中腹に広大なキャンパスを擁し，とくにライフ Ph. D．コースの学生達は，多くの単位を修得し 

サイェンスに関連した分野では世界のセンターと なければならないので，年中試験に追いまくられ 

して先駆的な研究が展開されていることはよく知 ています。もし成績が悪いと警告の後，追放とな 

られています。人工心臓を中心とする人工臓器分 ってしまいます。また博士論文に必要な実験もし 

野，バイオェンジニアリング,遺伝子工学，バイ なければなりませんので，かなり厳しい研究生活 

を送っています。彼らは奨学金や研究室でもらう 

東京女子医科大学・医用工学研究施設・助手,エ学博上 給料で生計を立てています。 したがって，研究室 

認崇慧奮器認芸】農。fUtah
（昭和49年応用化学科卒．新制24回） ノ月程度）を払えなくなってしまうので，教授達 

は日曜日もなく働き，これまた学生達以上のハー 

東京女子医科大学・医用工学研究施設・助手,工学博上 

Assistant Professor. University of Utah. 

Department of Pharmaceuties. 

（昭和49年応用化学科卒・新制24回） 
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人工心臓の実験 

ユタ大学では，常時20-30頭の子牛に 

人工心臓が埋込まれ，ジャービック7

型（クラークさんに用いられて有名）, 

新型（開発中）の性能が多面的に評価 

されている。 

ドな研究生活を送らざるを得ません。一旦，グラ たとき以上に忙しく研究生活を送っているのです 

ントを失うとポストドクターや学生を失い，研究 けれど，あまり疲れません。常に気力あふれて研 

室のactivity は低下し，そのためまたグラントを 究ができる点は，一体何の違いなのでしょうか。 

失うという悪循環になってしまいます。かなり高 アメリ力の底力というようなものを感ぜざるを 

名な先生が，学生を一人もとれず，一人でコツコ 得ません。 

ツ実験をしている姿を見るとアメリカのきびしさ もちろん，アメリカにも良い所と同時に悪い所 

が身にしみる思いがします。逆に，研究をactive があるのは当然です。同時に，日本にも良い所， 

に展開し，成果を挙げれば，それなりにグラント， 悪い所があります。アメリカの企業の中には日本 

スペース，ポジション，学生がとれることになり， の企業体制の良い点を導入しているところが出て 

アメリカが常に世界のリーダーシップをとるため きています。日本の企業もアメリカのよい点を吸 

に実利的ではあるけれど厳しいシステムを適用し 収しようとする努力はしているようです。さて， 

ているのは見逃すことができません。ノーベル賞 教育・研究の分野ではどうでしょうか。 

級の教授から学生に至るまで，大学は最高の教育， 日本が独創的な研究が少いということがしばし 

研究を行うところであるという考え方が徹底され， ば指摘されていますが，これは決して個人レベル 

それぞれの立場でしなければならないことを最大 の才能の問題ではなく，教育システム，社会シス 

の努力で，着実にこなして初めて大学が存立する テムの問題であるように思われます。日本がGNP

と考えているのです。ですから，良い教育と良い 世界一になった今，サイエンスの分野でのリーダ 

研究ができなくなった教授は大学を追われ，成績 ーシップをとることが次の時代の日本を作ること 

の悪い学生は大学を追われることを皆が当然のこ に重大な意味を持っていることは疑う余地があり 

とと考えているようであります。 ません。常に二番手をキープするシステム自体を 

見直し，アメリカとどうやって戦って行ったら良 

広大な土地を持つアメリカと直接比較するのは いか，皆が本気で考える時代になったと思います 

おかしいのかも知れませんが，個人レベルでの生 が，いかがでしょうか。 

広大な土地を持つアメリカと直接比較するのは 

おかしいのかも知れませんが，個人レベルでの生 

活は問題にならないほどアメリカの方が日本より 

裕福であります。ソールトレークシティーでは子 

供があり年収500万以下の家庭には貧民救済シス 

テムがあります。こんなことから容易に想像がつ 

くと思います。住居に至ってはもう比べようがあ 

りません。 

私が最近，不思議に思うことは，私が日本に居 
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「薫蕉二夏運I 清水 功雄 

昭和50年3月 東京工業大学工学部化 

学工学科卒業 

55年3月 東京工業大学大学院理 

工学専攻科博士課程修 

了 
55年4月 東景工業大学工学部化 

学工学科助手 

60年4月 早稲田大学理工学部応 

用化学科専任講師 

このたび，応用化学科有機合成化学担当の専任講師として嘱任されました。伝統ある本学科で責任あ 

る仕事を仰せつかり大変光栄に存じております。 

「有用な物質を発見し，そしてその物質の生産方法を開拓すること」が応用化学の基本的課題であり， 

そしてまた，物質の合成は科学技術発展の基盤であります。有機合成化学の分野では，最近，医薬，農 

薬，香科等の付加価値の高いファインケミカルズの合成プロセスの開発や，精密な生理活性有機化合物 

の効率的な合成が要求されています。これらの化合物の合成には既存の有機反応だけでは不十分で，物 

質をつくる道具としての新たな有機合成反応の発見や開発が必要です。私はこれまで，実用的な有機合 

成法の開発を目指し，有機金属の特異な反応性を活用した有機合成反応の開発や生理活性物質等の有用 

な有機化合物の合成を行って参りました。本学では機能性材料の開発やプロセスの開発等に多くの先生 

方が輝や加しい業績を上げられています。私も少なからず自らの研究を通じて応化会の諸先輩方と共に 

社会に貢献して行きたいと思っています。本学の仕事は始まったばかりですが，早く仕事に慣れ，応用 

化学科・応用化学会の為に努力したいと存じます。皆様のご指導ご鞭縫の程お願い申し上げます。 

応用化学科助手に，次のような異動がありました。 

（退任一 3月31日付） 

和田宏明氏（新制29回） 

（新任一 4月1日付） 

大野弘幸氏（新制26回・土田研） 

池田和正氏（新制28回・鈴木研D.C.) 

山崎康夫氏（新制31回・豊倉研D.C.) 

以 上 

一11-



×…」A・一奉」A×トピックス 

超純水 

最近の電子工業のめざましい発展には目を見は 

る思いである。特に半導体製造技術の進歩による 

高集積化は，まさに日進月歩の勢いである。現在 

は256 K bitの超LSIチップが量産体制にあり， 

1 M bit, さらに4 M bitが開発中という状況下 

にある。なぜこの様に急速に高集積化が可能にな 

るのだろうか。答は簡単で「回路の幅が半分にな 

れば同一規模の集積回路に必要な面積は1 /2× 

1 /2で1/4，すなわち同じ面積ならば4倍の集 

積回路ができる。」というわけである。従って現在 

の超LSIチップの回路幅は1-2 flm程度と極め 

て小さく，この上に微粒子や微生物が付着すると 

そのLSIチップは正常に作動しなくなってしまう。 

この微粒子や微生物などを洗い流すのに用いられ 

ているのが「超純水」と呼ばれる極めて高度に精 

製された水である。最近の超純水に要求される水 

表1 半導体向け超純水の要求水質1) 

項 目 64kbit 256 kbit

比 抵抗（Mfl・cm) 15'-16 17-18

微粒子＊ 
粒径（/1ffl) 0.2 -0.1 0.2 '-0.1

個数（個ノcn() 50- 150 20'-50

生 菌（個ノcifi) 0.5-1.0 0.02 --'0.2

有 機物（ppm as TOC) 0.5-1.0 0.05 -0.2

シ リ カ（ppb) 20-30 10

溶存酸素（ppm) 0.1-0.5 0. 1

＊光学顕微鏡法 

原水ーー 

I 

前処理 逆浸透膜 

Uv 殺菌 

真空脱気 

次純水システム 

イオン交換 

（ポリ7シャり 

サプシステム 

イオン交換 

限外ろ過 

（逆浸透1刃 

 I

ーーユ スポイント 

 I

図1 超純水製造システム（膜装置2 段方式）2) 

ォルガノ（株）大船研究所 膜応用研究室 

現在，通産省工業技術院化学技術研究所へ出向中 

（昭和56年応用化学科卒・58年博士前期課程修・新制31回） 

田村真紀夫 

質を表1 に示す。 

現在の超純水製造システムは図1に示す2段シ 

ステムが主流となっている。一次純水システムで 

は，原水を比抵抗10 M LTI cm程度にするのと同時 

に大部分の有機物，微粒子を除去している。サブ 

システムにおいては，さらに各ユースポイントの要求 

水質に応じたグレードにまで純水を精製している。 

一次純水システム，サブシステムいずれにおい 

ても膜処理を行なうのが，超純水製造において重 

要なポイントになっている。それは超純水に要求 

される，低微粒子，低生菌という水質を達成する 

のに膜処理はうってつけの操作だからである。 

水処理に用いられる膜には大別して，(1）逆浸透 

(RO）膜，(2）限外炉過（UF）膜，(3）精密炉過（MF) 

膜があり，それぞれ，膜の分離性能を，塩類の除 

去率，分画分子量，膜の細孔径で表示するのが一 

般的である。 

ところで図1を見ると，孔径の大きいUF膜が 

RO膜より後段で使われている。これは一見矛盾 

している様に思われるが，一次純水システム中の 

RO膜は，原水中の大部分の有機物と塩類を除去 

し，装置系内を清浄に保つ点から重要であり，ま 

たRO膜以後に発生する微粒子，有機物等はUF

膜で十分除去可能である事がわかっているので， 

この様な順で使われている。しかし最近の低圧RO

膜の出現により，サブシステム中のUF膜が低圧 

RO膜におきかわる可能性もでてきた。低圧RO

膜とは，従来のR〇膜の操作圧が30 kg /cm2が主 

流なのに対し，塩類の除去性能を低く抑える代わ 

りに操作圧を15 kg /cm2 程度にした膜である。 

UF膜を低圧RO膜にする事により，水質が向上 

し，より集積度の高い超々LSI等の製造にも対応可 

能な超純水製造システムができると予想されている。 

その他，超純水システムの今後の課題としては， 

完全クローズド化，超純水中の微粒子，生菌のイ 

ンラインでの連続測定等があり， 「より良い水質 

をより安く」という社会的ニーズに応えるための 

研究開発が進められている。 

1）幸書房 純水・超純水製造法 大矢晴彦監修 

2）同 上 
-12 ー 
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分離用膜素材としてのフアインセラミックス 

膜による物質分離は，相変化を伴わず，装置が 

簡便でコストの低減が計れるという利点を持って 

いる。分離用膜素材はほとんどすべて合成高分子 

のものが現在用いられている。それは（1〕高い空孔 

率が得られる，(2）種々の細孔径が得られる，⑧希 

望する膜形状が得やすい，などの合成高分子膜の 

利点による所が大きい。 

製膜技術の進歩に伴い，膜分離，特に限外炉過 

は応用範囲が急速に広がってきている。広い温度 

範囲，過酷なpH条件下でも使用可能な膜の開発 

が進み，様々な工業分野で膜分離技術が実用化さ 

れている。その中の1つに血液透析，血液炉過， 

血奨分離など，医療分野への応用がある。特に血 

奨分離は血液を赤血球などの有形成分と血奨とに 

分離する操作であり，自己免疫疾患を始めとする治 

療用血奨分離，血奨分画製剤用原料血奨採取を目 

的とする工業用血奨分離などがあり，今後の発展 

が期待される分野である。 

しかし，血液をはじめとしてタンパク質や膜不 

透過粒子を含む溶液を膜で処理する場合，膜の性 

能低下が問題となる。これは，タンパク質が膜に 

吸着あるいは付着して膜の細孔を塞いだり，膜不 

透過粒子が膜表面に堆積するためである。また過 

大な操作圧力により，膜の圧密化が起こり分離性 

能を低下させる。膜の性能低下防止のための逆洗 

や薬品洗浄が行われているが，従来の高分子膜で 

は一度低下した膜性能を回復させることは困難で 

ある。 

セラミック膜は，耐熱性，耐蝕性，耐摩耗性に 

優れたファインセラミックスを素材とする無機質 

分離膜である。セラミック膜は従来の分離用高分 

子膜に比べて（1）膜の圧密化が起らない，②膜の目 

詰りなどにより膜性能が低下した場合高温焼却す 

ることにより再生が可能である，(3）細孔径分布が 

狭い，などの利点を有する。特に(2）は従来の高分 

子膜素材では考えられないことであり，膜の再生 

によりランニングコストの低減を計ることができ 

る。 

早大理」学部大学院DC 2 年（酒井研） 

（新制32L1) 

小沢喜久夫 

セラミック膜を用いた炉過というと，セラミツ 

ク多孔質体を支持体として用いるダイナミック膜 

型の限外炉過膜を作ることが試みられている。卵 

白アルブミンを用い，セラミック多孔質体上に自 

己排除型の膜を形成させた場合の他の溶質の限外 

浜過特性の報告，ポリアクリル酸によりダイナミ 

ック膜を形成しフェノールの排除率を検討した報 

告などがある。しかし，セラミック膜で直接炉過 

を行った報告は少ない。 

我々は，シリカアルミナ系のセラミック膜を用 

いて，血奨分離用膜素材として，セラミック膜が 

適用可能かどうか検討を行っている。検討項目は， 

膜構成成分の溶出を調べる溶出試験，膜透過流東 

および膜の分離特性を調べる炉過試験，さらに膜 

の高温焼却による再生試験の3点である。 

セラミック膜を用いて血奨を分離する際に問題 

となるのが，膜からの溶出物である。特にアルミ 

ニウムは有害であり，欧米では水道水中のアルミ 

ニウムが透析患者の体内に蓄積し，社会問題とな 

ったことがある。厚生省の「透析型人工腎臓装置 

承認基準」中の「透析器の品質及び試験法」に準 

じ，溶出試験を行った。その結果セラミック膜1

g当たりの構成成分の溶出量はI4 g以下であり， 

実用上特に問題はない。 

平膜型および管状膜型のセラミック膜について． 

装置を自作し，炉過試験を行っている。現在まで 

に以下の点が明らかになった。(1）セラミック膜の 

炉過特性は高分子膜のそれに近い。(2）膜が厚く 

（薄いもので1. 3 mm）高分子膜に比べて分離特 

性が多少悪い。膜厚をlmm以下にする必要があ 

る。(3)炉過流束は大きく，高分子膜と同等かそれ 

以上である。 

高温焼却再生試験については，現在のところ 

9加でで2時間処理すれば，低下した膜性能の回 

復が可能であることが確認された。 

セラミック膜は，従来の高分子膜にない利点を 

持つ膜である。今後さらに研究を進め，血奨分離 

用膜素材として十分な機能を持ったセラミック膜 

を開発していきたい。 

- 13 - 
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文献か実験か 

一年前から早稲田の化学科にお世話になってい 

るが，それ以前は東大の理学部化学科におりまし 

た。そこでも数年間隔で二つの研究室を移動した 

ので，いろいろな人と協同研究する機会が多かっ 

たと思う。 

その中で特に印象深かったのは，中国人留学生 

のG氏とその奥さんで，同様に留学生のRさんのこと 

である。彼らは大学生時代を文化大革命の嵐のさ 

中に過ごしたため，政治学習ばかり強いられ，満 

足に化学の勉強ができなかった不幸な年代である。 

北京大学出身と誇らしげに語っている様子から， 

中国では多分相当のェリートなのであろうと推察 

された。彼らは実に熱心に研究に取り組むのであ 

るが，その根底には，何でも自分の実験で確める 

という姿勢が感じられた。これは，化学というそ 

の主要部分を実験に依っている分野では当然のこ 

とかもしれない。しかし，日本人の学生，それも 

成績の比較的良い勉強好きの学生は，手を動かす 

前に関連文献を読んでみる人が多い。たくさん文 

献を読んで，頭の中を文献で一杯にし，それから， 

おもむろに実験に取りかかる。多くの場合，文献 

から得た知識により実験手順のレールが出来てい 

るので，予想された実験結果を得ると満足する。 

早稲田大学理工学部化学科 助教授 

（昭和52年東京大学大学院理学系研究科卒，同年，同大学理学部化学科 

助手） 

松 本 和 子 

つまり，文献の中に既に予想される結論がある場 

合が多い。一方，G, R両氏は実験し，自ら観察 

したことから考察を組み立てる。 

日中両者のやり方には一長一短あると思われる。 

事前に十分な文献調査をしなければ，実験は無駄 

を含み，既に報告のある事実を新事実と誤認した 

り，好余曲折が多い。しかし自らの経験に基づい 

た考察は，人のまねではないその人の個性的な考 

え方を発展させる。G, R両氏の精力的な実験と， 

時にひどくやぼ臭く無駄があるが個性祐錦たる研 

究報告を聞いていると，日本の学生にももっと化 

学者として独立した考え方があっても良いような 

気がする。 

中国に限らず，欧米の若い化学者の卵が， 、そ 

れはなぜか？ なぜそういう実験をしたのか？β 

と日本人の10倍ぐらい質問を浴びせるのに接する 

と，世界的に見て日本人が唯一例外的におとなし 

い人種に思われることがある。これは言葉のハン 

ディなどとは別の問題で，古くからただひたすら 

既成の外国文化を疑うこともなく学んで来た日本 

の歴史と国民性によるものだろうと私は思ってい 

る。 

さて，今年から早稲田で学生さん達と研究を開 

始したが，早稲田の学生気質はどうであろうか， 

大いに期待しているところである。 

- 14 -



ーーー” ＆右 木月 ー，“ー“ーー叩，一．ーI→，川ーー”一m'+“世ーーー川k，川．ー“世一，叩トー．ー”→，世一叩ー川ー世ー川I十一ー““一，ーm，ー 
IAL !L' 

『帰国子女入学制度について』 

私が帰国子女入学生として，早大理工学部応用 

化学科に入学したのは昭和59年4月である。その 

10カ月程前，9年の海外生活を終えて帰って来た 

ばかりで，不安で，ー杯だった。というのも，当 

時は日本の大学生，特に有名大学の人間に対して 

かなりの偏見を持っていたからである。つまり， 

入試問題の難しさから推定して，これを解ける人 

間は自分が足元にも及ばない程の秀才であろう， 

と思い込んでいた。そもそも欧米の授業のレベル 

は日本のそれに比べて格段に低い。そのレベルに 

そって勉強してきた自分にとっては日本の大学人 

試問題はとてつもない難問に見えた。帰国子女の 

入試問題はその点を考慮してかなり手加減してあ 

ったが，それでも満足に出来たと思ったのは英語 

だけであった。そのため，入試の日（十月）に生 

協食堂で初めて見る早大生達は，私の目には皆天 

才と映ったものである。 

こうした早大生コンプレックスを持って，学校 

生活を迎えた訳である。初めのうちは実験さえ戸 

惑ったものである。試問の時に化合物の名前が日 

本語で出てこなくて困った時もたびたびあった。 

しかし段々慣れてくるに従って，皆が「学問の巨 

人」ではない事に安心感を覚えた。と同時に帰国 

子女入学生の存在価値について考えさせられる様 

になった。 

近年，国際化時代の訪れに伴い，国際性や語学 

力などの必要性が高まった背景から，それに対応 

できる人材の受け入れを目的としたのが，帰国子 

女受け入れの制度であるらしいのだが，自分がそ 

58年6月 サンパウロ・グレイデッド高校卒業 

同年9月 国際基督教大学入学 

59年4 月 早稲川大学理工学部応用化学科入学（2年生） 

本 田 淳 

ういった期待に応えている人材であるとは，今の 

ところ思えない。一年の時の成績が今一つそう思 

える支えになってくれないからである。しかし応 

化では専門書に洋書を使う事が多く，私はそれら 

を使う事には殆んど抵抗を覚えないところなどは 

有利といえば有利であるし，又 化学分析実験の 

英文アブストラクト等も苦にならないという利点 

もある。そういう意味ではこれらの利点を生かし 

て，これからの勉強にとりくみ，努力次第で十分 

期待に応えられるものになれるかと思うだけで， 

私のこれからの学生生活における十分なチャレン 

ジになるといえるだろう。 

- 15 ー 
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東レ株式会社 

応化会員の皆様には各職場におかれましてます 研究所，滋賀に開発研究所，繊維研究所，フィノレ 

ます御活躍のことと存じます。 ム研究所，ェンジニアリング研究所を有していま 

今回は，東レ囲と，応化会員の近況を紹介させ す。この中にあってわが応化会員は総勢26名，文 

ていただきます。 字通り全国の事業所に散らばって日夜活躍をつづ 

けています。 

＜会社概要＞ 以下にその活躍状況を報告いたします。 

御承知のように東レは旧名東洋レーョンの名の 

通り，大正15年レーョン糸の製造を目的に設立さ ＜本社・エ場＞ 

れた繊維メーカーで，来たる昭和61年には創立60 昭禾ロ33年の生産開始以来，衣料分野に素材革命 

周年を迎えます。 この間ナイロン事業への進出を をもたらしたポリエステル繊維、テトロン・及び 

手始めに次々と三大合繊を企業化し，日本におけ ポリエステルフィルム、ルミラーβの主力工場で 

る合繊のパイオニアとして高度成長期を通じてわ ある三島工場は萩原健理事（s27年卒，山本研） 

が国の発展に寄与して参りました。最近では，化 が工場長をつとめている。 

学繊維の分野にとどまらず高品質フィルムとエン 「三島も生産品目が繊維のみの時代からフィノレ 

ジニアリング樹脂を主体としたプラスチック分野 ムが加わり，さらに医薬であるインターフェロン 

や，合繊原料で培われた技術によるケミカル分野 を手がけようとしており，次々に領域が広がって 

などの他，各種の新事業へ展開を図り，現在7つ いる。工場がこのような変化に即応する体制をい 

の事業本部の中に19の事業部を有する，資本金約 かに早くとるかが重要。」と説く。同じ三島に世 

600億，従業員数13, 000人，59年度売上げ6千 古口健（s36年卒，村井研）が技術部にあって， 

億円強をあげるわが国の代表的企業として多面的 ファインケミカルズ関連の研究から製品化に到る 

な事業活動を展開しております。 過程で欠かせない生産化技術開発のリーダーとし 

新事業の中には炭素繊維複合材料，インターフ て活躍している。 

エロンに代表される医薬品，半導体用超純水を造 ポリエステルステープの主力工場でもあり，三 

る逆浸透膜，高含水ソフトコンタクトレンズを中心 大合繊のひとつ，アクリル繊維、トレロン・の唯 

としたオプディカル製品・人工腎臓などのメディ ーの生産工場である愛媛工場では，井上征四郎 

カル製品の他・建材・印写システム，セラミック （s37年卒，宮崎研）が技術部次長として両繊維 
ス・ システム機器など多岐にわたっております。 の品質向上，原価低減のための技術課題の達成に 

事業所は東京，大阪本社の他，全国に12の事業場， 取組んでいる。愛媛工場は炭素繊維、トレがの 

エ場をもち6つの支店営業所，海外に8 つの事務 生産を行なっており，最近になって逆浸透膜の生 

所をもっております。研究所としては鎌倉に基礎 産＆始あ 中オ寸オキ古1蒔苗新lr 上ス殖誘白左)- ,,-v --

＜本社・エ場＞ 

昭禾1133年の生産開始以来，衣料分野に素材革命 

をもたらしたポリエステル繊維、テトロン’及び 

ポリエステルフィルム 、ルミラーβ の主力工場で 

ある三島工場は萩原健理事（S27年卒，山本研） 

が工場長をつとめている。 

「三島も生産品目が繊維のみの時代からフィノレ 

ムが加わり，さらに医薬であるインターフェロン 

を手がけようとしており，次々に領域が広がって 

いる。工場がこのような変化に即応する体制をい 

かに早くとるかが重要。」と説く。同じ三島に世 

古口健（S36年卒，村井研）が技術部にあって， 

ファインケミカルズ関連の研究から製品化に到る 

過程で欠かせない生産化技術開発のリーダーとし 

て活躍している。 

ポリエステルステープの主力工場でもあり，三 

大合繊のひとつ，アクリル繊維、トレロン‘の唯 

一の生産工場である愛媛工場では，井上征四郎 

(S 37年卒，宮崎研）が技術部次長として両繊維 

の品質向上，原価低減のための技術課題の達成に 

取組んでいる。愛媛工場は炭素繊維、トレカ の 

生産を行なっており，最近になって逆浸透膜の生 

産も始め，ますます技術革新による変貌をとげつ 
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つある工場となっている。滋賀工場で環境分析室 寺田和彦（s46年卒院，篠原研）は本社の生産技 

長を務めているのが原明（S37年卒，山本研）で 術部にあってこれらプラスチック事業の生産計画， 

ある。 「最近分析化学の価値感が低下しているの 設備投資計画の策定，事業化の推進を担当してい 

を感じ嘆かわしい。」と後輩諸氏に警鐘を鳴らし る。役目柄彼はプラスチック関係本会々員のコミ 

ている。滋賀は東レ発祥の地でもあり，ナイロン ュニケーションの中心となっている。更に社内だ 

の主力工場であったが，時代の潮流を受け生産業 けにとどまらず，最近三井石油化学ヘポリエステ 

務は他の新鋭工場に移し，東レの技術の中心地と ル重合技術ライセンスの件で草刈と共に岩国工場 

してェンジニアリングセンター，技術センター， へ長期出張し，当地の本会会員とも交歓したとの 

新製品開発工場，諸研究所などの東レ技術の中心 ことである。 

地としての役割期待をになっている。世界のマー 本社には長らく工場管理の要職を務めた加藤忠 

ケットで高い評価を確立した超極細繊維使いスウ 男（S27年卒，吉田研）が生産技術情報室にて全 

エード調素材、ェクセーヌガなどの生産を行なっ 工場の技術管理にたずさわっている。 

ている。 

岐阜工場には安藤克則（S 56年卒院，高宮研） ＜研究所関係＞ 

がいる。 「昨年秋にめでたくゴールィン，目下生 東レは従来から 「研究開発こそ明日の企業の原 

産化を控えたテーマをいくつか持ち公私ともに多 動力である。」との信念に基づき，重点的に経営資 

忙な毎日」である。プラスチック，ケミカル製品 源の配分を行なっている。当社の研究開発は過去 

生産の中心工場である名古屋，東海工場には多く に培った繊維，高分子を基盤とした伝統技術に加 

の当会員がいる。東海工場PPS開発室に草刈直彦 えて，ェレクトロニクス，生物科学等の先端技術 

(S 40年卒，城塚研）がいる。この高機能性樹脂 を取り入れることにより，次々と新規事業を生み 

ポリフェニレンサルファイドは耐熱性・耐薬品性 だし総合化学会社への脱皮に大きく貢献してきた。 

・電気特性にすぐれ電気・電子部品・自動車・ 東レの研究開発戦略の本拠，研究企画部には次長 

精密部品用途に高成長を続けているもので，58年 として原陽一郎（S 32年卒，鈴木研）が活躍して 

philips 社と合弁事業を行なうことになったもので， いる。最近は「産業諸分野における製品開発の急 

彼はポリエステル重合20年のキャリアを生かすべ 速な進歩の根底にあるのは，時代の要請と材料革 

く最近この開発に参入したのである。名古屋工場 命ともいえる新素材の登場である。東レは技術開 

の樹脂製造部には森啓（S43年卒，篠原研）と後 発の総力を挙げて新素材産業のパイオニアたらん 

藤栄三（S 46年卒，平田研）がいる。 としている。」 

東レの樹脂事業は高度な機能性を必要とするェ 昭和31年滋賀に設立された中央研究所は現在開 

ンプラに主力を注ぎ，汎用樹脂は手がけない独自 発研究所として創造的開発研究を主眼とし，高分 

の事業展開をはかっている。ラインアップとして 子原料，加工技術，複合材料研究の中心として機 

は，ナイロン樹脂，PBT樹脂，ABS 樹脂等あり 能している。ここには岡紘一郎（S 39年卒，山 

森はこのうち樹脂コンパウンドの製造技術を担当 本研）が機能性高分子の研究に従事している。鈴 

し，後藤はベースレジン担当と，両人で基本技術 木篤（S 55年卒院，多田研）も機能性高分子の重 

を守っていると言える。東レ・デュポンの名古屋 合・成型を担当， 「自分の手がけたものを早く世 

テクニカルセンターに三島邦彦（S 44年卒，篠原 に出したい。」入社5年経って「専門にこだわらな 

研）がいて，新規ェラストマー製品の開発に従事 いことが肝要」の心境とか。複合材料関係の研究 

している。技術改良・技術サービスから用途・販 室には小田切信之（S56年卒，篠原研）がマトリ 

売開発に到るまで一手に背負って活躍中である。 ックス樹脂の研究を行なっている。 「篠原研時代 

寺田和彦（S46年卒院，篠原研）は本社の生産技 

術部にあってこれらプラスチック事業の生産計画， 

設備投資計画の策定，事業化の推進を担当してい 

る。役目柄彼はプラスチック関係本会々員のコミ 

ュニケーションの中心となっている。更に社内だ 

けにとどまらず，最近三井石油化学ヘポリエステ 

ル重合技術ライセンスの件で草刈と共に岩国工場 

へ長期出張し，当地の本会会員とも交歓したとの 

ことである。 

本社には長らく工場管理の要職を務めた加藤忠 

男（S 27年卒，吉田研）が生産技術情報室にて全 

工場の技術管理にたずさわっている。 
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に習得したアプローチの方法論が役立っている。」 

rNAsAの研究者をターゲットにがんばる」意気 と5つの形態をもち，製品用途もきわめて多様で 

である。高機能性高分子膜分野では木越将次（S あり，このようなスペシャリティー素材を扱って 

57年卒，篠原研）が膜の物理化学と取組んでいる。 さらに新しい用途を丁寧に開発していくのが我々 

「企業でこのような基礎的研究をやっているとは」 の仕事。小人数ながら広く深く 、シリコーン・マ 

と驚いている。東レのフィルム製品はその高品質 ィンド”で日夜がんばっている。」とは下井の弁。 

とユーザーオリエンテ・ソドなグレード設計により 大阪営業本部には魚森昌彦（S 49年卒院，森田研） 

磁気テープ，電子・電気機器，自動車用途等の成 がいる。 「仕事柄，海外経験が豊富になった点が 

長分野を中心に幅広く使われているが，この研究 よかった。」 

開発の原動力は滋賀にあるフィルム研究所である。 千葉の研究所に越井太郎（S50年卒院，高橋研）, 

ここには原薫（S 58年卒，篠原研）がフィルム応 菅沼紀之（S 55年卒院，土田研）がシーラント関 

用技術として電子材料関連の研究をやっている。 係，小林秀樹（S 54年卒院，関根研）がゴム関係 

この3月に社内の才媛とめでたくゴールィンした。 を研究している。 「少量多品種の製品群なので担 

鎌倉にある基礎研究所は昭禾037年開設以来， 「自 当範囲が広い。教室で鍛えられた研究手法が役立 

由研究の原則に立って」研究する精神が脈々と っている」と元気一杯。海外関連では，小倉保真 

流れ，息の長い高度に創造的な研究が展開されて （S 34年卒，山本研）がィンドネシア合弁会社 

いる。ここでは生化学・生物技術，医療器材，香 （ITS)に出向中である。 

料，医薬の他ファインケミカルズの研究が行なわ 

れている。ここでは板垣一郎（S57年卒院，酒井 ＜おわりに＞ 

研）が高分子材料と生体との適合性に関し研究し これからの東レの進むべき道は，単なる従来の 

ている。「高分子は無論のこと，血液のレオロジー， 延長線ではあり得ない。いわばニューケミカルの 

凝固のメカニズム，たんぱく挙動など境界領域で 時代が招来すると考えています。現在，創立60周 

勉強することが多く，材料・システムの最適化ま 年に向けて事業戦略の方向を新しい展望に立って 

で研究を進めるのは大変である。」 しかし「楽しみ 見定めるということで，全社を挙げてコーポレー 

ながら一歩ずつやるつもり」 とのこと。東レには ト・アイデンティティー（CI）の構築を進めてお 

以上の他に繊維研究所，ェンジニアリング研究所 り，我々会員もこの方針にのっとって，次代の技 

があるが，さらにこれら研究所の成果を商品化に 術にチャレンジしていこうとしています。 

結びつけるべく，生産技術開発，商品開発（試験 

生産を含む），プロセス開発を任務とする開発部が 

ある。現在6つの事業部に対応する開発室が活動 

しているが，小林拓一（S39年卒，城塚研）がメ 

ディカル関連の人工臓器用中空系膜の技術開発を 

担当している。 

＜その他＞ 

関連会社の中ではトーレ・シリコーン岡で活躍 

している会員が圧倒的に多い。下井将惟（S 38年 

卒，関根研）は本社営業部，高野敏明（S 38年卒， 

吉田研）は管理部と東京におり， 「シリコン素材 
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開発研究所 

基礎研究所 
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r
~ 新 博 士 誕 生~ 
、叫r，川‘ー,“ー剛→司‘“一川，→』I一1叩→州．,d世ー‘”一ー一一一ー一1，' 

論文題目 

抗高血圧作用を有するβ アミノ 

アルコール類の合成研究 

小場瀬宏之 

昭和42年3月 応用化学科卒業 

44年3月 大学院理工学研究科 

修士課程修了 

44年4月 協和発酵工業囲入社 

58年7月 同社富士工場医薬研 

究所主査 

59年7月 理学博士（早稲田大 

学） 

このたび早稲田大学から理学博士号を授与され身に余る光栄と感謝致しております。これも佐藤匡教授，長谷川肇 

教授，高宮信夫教授，多田愈教授，新田信教授さらには教室の諸先生方の御指導の賜と深く御礼申し上げます。私は 

会社に入社致しましてから医薬品ー中でも成人病治療薬一の研究に一貫して従事してまいりました。薬理活性化 

合物を目標とする合成研究は現在有機合成化学者に課せられた最も重要なテーマのーつでありますが，この中で抗高 

血圧薬の合成研究を論文にまとめさせて頂きました。本論文は生体内昇圧物質に措抗する化合物としてデザィンした 

種々の芳香環及び複素環を有するβーアミノアルコールの合成法をまとめたものであります。薬理作用の顕著な化合 

物については，その立体化学を明らかにすると共にその立体選択的な合成法についても検討を加えました。 

、生命の神秘r とは陳腐な言葉ですが，生体の仕組は分れば分るほどそのからくりの巧妙さに驚かされますし，そ 

の神秘さはかえって深まるばかりであります。これからもその仕組を解く一助として種々の化合物をデザイン，合成 

し，生物学的応答を求めてゆきたいと考えております。今後この様な仕事は分子の形（空間的配置も含めて）をいか 

に正確に知ることが出来るかが鍵になってこようかと思います。諸先生，諸先輩方の一層の御指導を御願いする次第 

であります。 

論文題目 

生理活性物質発酵の生産性に及ぼ 

す培養因子に関する研究 

倉都祥行 

昭和47年3月 応用化学科卒業 

49年3月 大学院理工学研究科 

修士課程修了 

49年4月 協和発酵工業閣入社 

49年8月 同社防府工場技術研 

究所 

60年2月 工学博士（早稲田大 

学） 

このたび早稲田大学より工学博士号を授与され身に余る光栄と感謝しております。これも宇佐美昭次教授，鈴木晴 

男教授，平田彰教授，さらには教室の諸先生方の御指導の賜と心から御礼申し上げます。 

卒業以来企業の一研究者として，生理活性物質発酵の開発研究に従事してまいりましたが，幸いにも教室の御理解 

周囲の御援助を得まして，これまでの研究の中から生産性に影響を及ぼす培養因子に関する研究について論文にまと 

めさせていただきました。 

本論文の内容は，細菌による生理活性物質発酵の生産性向上に際し，生成促進因子と生合成機構を解明し，一方で 

は培養液物性の調節因子などを明確にし，大型発酵槽での生産を可能とした結果を中心としたものであります。 

本研究は微生物による二次代謝産物の開発，改良にーつの新しい方向を示すのではないかと考えておりますが，こ 

の機会をーつの節目としてなお一層の精進に励む所存でございます。今後とも諸先生方をはじめ皆様の御指導，御鞭 

達を賜わりますようお願い申し上げます。 
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論文題目 

マグネシウムーイオウーョウ素系 

熱化学サイクルによる水の分解法 

に関する研究 

熊谷 俊哉 

昭和49年3月 応用化学科卒業 

50年3月 大学院理工学研究科 

修士課程中途退学 

50年4月 工業技術院東京工業 

試験所（現，化学技 

術研究所）入所 

60年2月 工学博士（早稲田大 

学） 

このたび早稲田大学より工学博士号を授与され，身に余る光栄と感謝いたしております。 

本論文は，将来のェネルギーキャリアとして有望視されている水素を，化学反応を組合わせた熱化学サイクルを媒 

介として，1000で程度の熱ェネルギーを用いて水から製造する方法に関するものです。論文をまとめるにあたりまし 

て，加藤忠蔵教授，平田彰教授，逢坂哲弥助教授の御懇篤な御指導をいただきました。ここに深甚の謝意を表します。 

とりわけ平田先生には卒業研究以来つねに暖かい励ましと御指導をいただきまして厚く御礼申し上げます。また，現 

在に至るまで諸先生方，先輩，友人，後輩の方々から多くの御指導，御助言をいただきましたことにも感謝いたした 

いと存じます。 

研究所に勤務してからすでに＋年の歳月がたってしまいましたが，公害問題やェネルギー危機の叫ばれていた卒論 

のころ， 、技術のことは技術者が解決しなくてどうするんだIといわれた平田先生のお言葉に感銘を受けたことが忘 

れられません。今や当時とは隔世の感があるようですが，ェネルギー問題の解決が将来にわたって我国ならびに世界 

の重要な課題であることに変わりはないと思われます。 

今後ともこの分野に関する研究開発に微力を尽くすことができればと存じておりますので，皆様の御指導，御鞭縫 

のほどよろしくお願い申し上げます。 
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早大を定年退職後，他の学校で18年間講義をし た。 

て来ましたが，今年4 月からやめさせてもらい全 幸い健康にも恵まれておりますので，心から感 

く自由の身となりました。 謝しっつ近況を御報告申し上げます。 

これからは悠々自適の生活をしたいと思います。 宮本五郎（昭和4年卒・旧9回） 

お陰様で心身共健康でございますので皆様方の御 東京工芸大学 名誉教授 

来訪は喜んでお受致します。 

武富 昇（名誉会員） 四国の天地は空も山も海も濃淡さまざまな縁で 

早稲田大学 名誉教授・本会元会長 包まれています。 

数人生き残っている内の一人です。孫達とパソ 

コンやビデオで遊んでいます。公園散歩や，カメ 

ラ，謡曲で時間をつぶしています。 

同窓の内，関西3人（山下，難波）は皆元気で 

す。 

矢倉亀ニ郎（大正13年卒・旧4回） 

最近は病後静養中で，余り活動も出来ず，専ら 

岩手東海新聞の客員，論説委員として書く事に専 

念しています。 

満82歳となりましたが今一度元気になって活躍 

したいと念じています。 

山本祐ニ郎（昭和2年卒・旧7回） 

釜石化成産業閥 会長 

月日は流れ早くも波潤万丈の世に卒業後56年と 

なりました。同期生は現在東京5名，地方2 名， 

不明1名であります。 

藤好好美（昭和4年卒・旧9回） 

金婚式，定年退職，叙勲その他各種の祝賀を続 

けて頂き感謝に絶えない近年でしたが，本年4 月 

18日に満80歳を迎え，傘寿の祝賀をして頂きまし 

さて会長殿始め各係の方々の御高配により，総 

会が開かれます事を深く御礼申し上げます。とこ 

ろで老生80歳の坂を越しかねています。欠席をお 

許し下さい。 

岡部英敏（昭和5年卒・旧10回） 

今年の7月で77歳となります。まだ元気ですが， 

一昨年妻を亡くして現在は娘宅にて毎日気楽に暮 

らしております。まだ若い人に負けず時にふれ地 

方に旅行して余生を楽しんでおります。 

河野和夫（昭和7年卒・旧12回） 

2 月で満75歳。新しい技術に，だんだん追いつ 

いていけない年齢になりました。 

この年になって旧い知識が有難く思われる時代 

になった事も知りました。あと2. 3年です。 5

年経ったら那須の山小屋で暮らします。 

青木拘次郎（昭和9年卒・旧14回） 

青木化学研究所 所長 

関西の早桜会には成るべく出席しています。同 

期生の由良，上杉，水科，藤木，皆健在です。 

川田恒雄（昭和9年卒・旧14回） 
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昭禾ロ10年卒（新樹会）の中食会は毎月第二木曜 く，老人クラブ，囲碁，盆裁等にはげみ孫達の成 

日に銀座キムラヤ4Fで開催して居り，4 月の中 長を楽しんでおります。 

食会で第136回になった。会に出席出来る事に感 矢部 進（昭和12年卒・旧17回） 

謝している。 

応用化学会にも毎回出席しているが，古い顔が 我々の同窓会（クロコン倶）も幹事の春日井様 

段々少なくなり寂しい気がする。今年も懐かしい の世話役でよく会合をしています。 

顔に会える事を期待して出席致しますが，私のこ この15日，16日（5月）にも熱海で一泊して後 

の希望が達成出来ることを念願して居ります。 清水で観光旅行等を楽しむ予定です。 

堀米耕平（昭和10年卒・旧15回） 井上正雄（昭和13年卒・旧18回） 

新樹会（昭10応化）の方々とは毎月定例的に昼 

食を共にし旧交を温めて居ります。しかし段々病 

気，入院等の話題が多くなり寂しい限りです。お 

互いに健康を保ち21世紀の日を見たいものです。 

山科義彦（昭和10年卒‘旧15回） 

58年の8月より病気で寝たきりになりました。 

皆様にお目にかかれないのが一番残念です。皆様 

の御多幸と御健康を御祈り申し上げます。 

田中良雅（昭和11年卒・旧16回） 

大学校友会地方商議員，岡山県校友会副支部長 

をやっています。 

今春闘では1日スト， 2日徹夜交渉，いささか 

こたえる年齢となりました。 

ゴルフも飛ばず，園芸の域に入っていますが， 

園芸店へ奉公の口，実験室の様には行きません。 

石津俊夫（昭和12年卒・旧17回） 

岡山電気軌道開 専務取締役 

老骨に鞭打って小会社の顧問をしながら，特許 

事務所を手伝っております。 

平池成一（昭和12年卒・旧17回） 

江原特許事務所（弁理士） 

なんとか元気で毎週月，水，金と出社しており 

ます。当社にも応化出身の方々を迎え，嬉しく思 

っております。 

宮田隆吉（昭和12年卒・旧17回） 

新潟工事囲 顧問 

糖尿病，肝炎及び胃の5分の4切除等の大病も近 

代医療の恩恵により，4年半の経過検査も異常な 

我々の同窓会（クロコン倶）も幹事の春日井様 

の世話役でよく会合をしています。 

この15日，16日（5月）にも熱海で一泊して後， 

清水で観光旅行等を楽しむ予定です。 

井上正雄（昭和13年卒・旧18回） 

井上特許技術事務所 所長 

フルフリルアルコールを米国から輸入し，フラ 

ン樹脂の製造と販売をする会社に勤務しています。 

鋳物工業において，造型のBinder として，広く使 

用されているものです。 

岡見正一（昭和14年卒・旧19回） 

花王クェーカー閣 常務取締役 

元気で過ごしております。同級会（ひさし会） 

の今年度の総会を兼ねた旅行を来る5月23日，24

日飛騨下呂温泉で開催する事にしていますが，約 

20人が参加の予定で盛会を楽しみにしております。 

川久保勇雄（昭和14年卒・旧19回） 

日本情報処理囲 取締役相談役 

最近右足膝関節を痛め，遠出があまり出来なく 

なり暇にまかせて随筆、自叙伝など書いています。 

何処か出版してくれる書店を御紹介願えませんで 

しょうか。 

中原 責（昭和14年卒・I日19回） 

小生も今月でいよいよ満70歳を迎える事となり 

ます。幸い健康に恵まれておりますので，相変ら 

ずの若い気持で元気に毎日を過ごして居ります。 

最近では少しでも地域社会のお役に立てばと思い， 

公民館活動の手伝い等をしております。 

原田駿一（昭和14年卒・旧19回） 

、心の故郷ガとは良くぞ言ったもの。機会を作 

っては大隈会館で家内と食事をとる事にしている。 

あの庭の素晴らしさは，まさしく，心の故郷であ 

る。稲門出である事の幸せを感ずるーつである。 

半世紀の時の流れは夢のよう。初めて校歌を唄 
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った入学式の事が想い出される。会館での次の 去る3月28日付で，四日市工場から本社へ転勤 

、翼会“が楽しみである。 となりました。技術部門全てを掌理し，社長を補 

鴛測晴樹（昭和16年3月卒・旧21回） 佐するのが任務です。 

株真珠宮 代表取締役 今後共よろしく御指導の程，御願い申し上げま 

す。 

現役はとおの昔に引退。 

現在は，晴耕漁，雨読陶の毎日。 

子供（4人）はすべて片づきそれぞれの孫が入 

れ替り立ち替り来ての状況。 

井川一雄（昭和16年12月卒・旧22回） 

身体はお陰で至極健康，在任9年，齢も65歳10

カ月になりましたので，来る5月28日の株主総会 

において社長を退任し，取締役会長に就任予定で 

す。 

御所秀夫（昭和17年卒・工6回） 

甲斐久勝（昭和24年卒・工13回） 

三菱モンサント化成開 常務取締役 

7年にわたるサウジの石油プロジェクトの仕事 

を終え，今はプロジェクト全般の発注品の工程管 

理の仕事を行っています。 

定年退職し，今は嘱託にて仕事に従事しており 

ます。 

伊藤政勝（昭和25年卒・旧31回） 

千代田化工建設囲 プロジェクト業務部技術副主幹 

船橋化成囲 代表取締役社長 応化卒業後民間企業: 5年ほど勤務しましたが， 

教員に身を転じ，来年（昭和61年）3 月末日をも 

退職して7年が過ぎました。テレビで早大構内 って定年退職する事になりました。その後のこと 

の風景を見るごとに，昔懐かしい時計台，穴八幡， は未だ考えておりません。 

第一高等学院の近くの食堂，角のそば屋等々が思 小田川 裕（昭手ロ25年卒・旧31回） 

い出されます。 東京都立 杉並工業高等学校 校長 

春海 浩（昭和18年卒・旧24回） 

窓辺静かに播書もあり難いものです。心身の健 

康を維持せんものと，若干の運動，書き物に努め 

ております。四季の山旅，わけても洋画には，い 

ささか精を込めて居ります。 

勝屋 徹（昭和19年卒・旧25回） 

若い人々のために働こうと言っているうちに自 

分が年とってしまいました。現場では事故のあっ 

た時に，そのマネージャーの真価が現われるもの， 

経営では悲境において力が発揮できるもの，あと 

残された人生を精一杯頑張ります。 

藤田耕平（昭和26年卒・燃7回） 

閣新潟鉄工所 常務取締役 

趣味を生体とした生活，時には海外を含めた旅 

行等で変化をつけています。 卒業以来中学校中心に義務教育の理科教育の充 

浜田 毅（昭和20年卒・燃1回） 実，振興に努力しています。海外，特に発展途上 

国への理科教育協力援助にも出掛けました。イラ 

去る2月9日タ方より，石”呼七先生13回忌に ン国教員養成大学での化学教師への現職教育は， 

つき，追悼会を石川研卒論生を中心に開きました。 やり甲斐のある仕事だったと強く印象に残ってお 

90名の方々が大隈会館に集まり先生の遺徳を偲び ります。 

ました。石川先生夫人と長女の井上夫人にも御参 その後再びィランそしてトルコ国に5年駐在し 

加いただきました。 ました。そんなわけで応化会にはご無沙汰ばかり 

（石川研同門会を同時に発足いたしましたので連 しています。本年より新しい職場で，理科教育の 

絡は田中までお願い致します）。 あるべき姿を追求していこうと思っています。 

田中 甫（昭禾ロ21年卒・旧27回） 大野正雄（昭和26年卒・新1回） 

宇都宮大学 講師（非常勤） 埼玉県立教育センター 科学教育部長 
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飽食，個別化の進む現代，食品事業部を担当し， タイヤの製造を中心に仕事を担当しております。 

素材メーカーから末端へ業際も求めて奮戦中です。 本年応化卒（院修一豊倉研）の福富君が小生の 

羽白昌平（昭和26年卒・新1回） 下で，5 月中旬まで新入社員研修を行っておりま 

東洋醸造開 食品事業部長 す。 

平井 勝（昭和35年卒・新10回） 

幹事をなさっておられる諸先輩並びに学校関係 三菱モンサント化成開 土浦工場半導体部長 

者のご苦労，何時もながら有難く感謝しておりま 

す。会報は何時も喜んで拝見させて頂いておりま 最近はセラミックスブームで，卒業時に比べる 

すが，中々メーカーの現況は厳しく，学校を訪れ と今昔の感があります。それは良いのですが，世 

るチャンスも少なく申訳なく思っております。 の中が何となくキナ臭くなって行き「1夜明けた 

我々会員は徐々に横のスクラムを作るべく努力 ら兵器造りに動員されていた」という悪夢にとら 

しておりますが，何やかやと忙しくて思うに委せ われます。 

ず残念に思っています。 何時までも平和のための研究に専念したいと思 

山内清三（昭禾ロ30年卒・新5回） います。中年の皆さんどう思いますか。 

大平製紙囲 取締役技術部長 高橋紘一郎（昭和38年卒・新13回） 

科学技術庁 無機材質研究所 

各種の選挙の続く中での調査，議員諸氏へのレ 横浜ゴム開 三重工場 製造部長 

クチュアーで，むしろ狭くて広い内容の仕事で多 

忙の日々を地味に続けております。 GaAsなど化合物半導体材料製造の職務に転じ 

不愉快な人事問題などに気を使う必要もなく， て4年目になりました。ェレクトロニクスの片隅 

気持よく仕事ができて満足しています。 に居りますと，応化と電工，電通科でジョインし 

岡本敦巳（昭和27年卒・新2回） た研究が展開されたら，また新しい仕事が生まれ 

公明党 科学技術関与ブレーン るような気がします。 

岡野 毅（昭和36年卒・新11回） 

幹事をなさっておられる諸先輩並びに学校関係 三菱モンサント化成開 土浦工場半導体部長 

小生の職業柄，取引先の先輩，同級生，後輩に 

お世話になれることを本当に幸せに思っています。 今年2月，柏工場（千葉県）に移りました。長 

先日は日本石油の柳沢君の支援を頂きました。 年ビールー筋で来ましたが，今度は清涼飲料をや 

最近は中国向けの仕事に忙しい中でも，日東紡 ることになりました。多品種のため，又ビール以 

のグラファイバープラントが多いのですが，この 上に競争が激しいため色々と問題があります。 

担当を私の直轄下でやってくれているのが今は亡 堀内 剛（昭和38年卒・新13回） 

き大友会長の令息で，何かの運命を感じます。 アサヒビール囲柏工場 品質管理課長 

奥成英輔（昭和33年卒・新8回） 

三井物産囲 化学プラント第一部次長 12年近く特許の仕事をしていたところ，突然下 

北海道釧路市（魚の水揚げ日本一）にて，この 

7月で4年間単身赴任で頑張っております。紙パ 

ルプ業界も競争が激しく中々大変です。 

高柳晴夫（昭和33年卒・新8回） 

十篠製紙囲 釧路工場 原質部長 

伊勢市に在る工場に勤務しております。ゴム用 

原料開発，ゴム配合の研究からスタートしタイヤ 

設計を経て，現在はトラック，バス用のラジアル 

12年近く特許の仕事をしていたところ，突然下 

記へ出向を命ぜられ驚いている次第です。安全衛 

生関係の仕事とのことですので，心機一転全力を 

尽くしたいと考えております。 

吉田喜明（昭和38年卒・新13回） 

日本化学工業協会 労働部 課長 

（日本化学工業閣より出向） 

技術の発展は目覚ましいものがあり，その中で 

も化学はその影響をいち早く感受する分野であり， 

特に異分野との接触がますます必要と感じます。 
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小生は医療器の材料開発に携わっています。 梅原敏正（昭和48年卒・新23回） 

総会は週末近くか土曜日に開催されれば都合が 日立化成工業開 環境技術部 

良いと考えております。 アルバムを見ておりますと，学生時代，0L時 

野本暢夫（昭和41年卒・新16回） 代の楽しかった思い出がよみがえってきます。 

新日本製鉄脚君津製作所 冷延部 結婚して早8年余，2人の娘が小学校と幼稚園 

メッキ技術室長 に行っています。化学との縁は主人が旭化成囲に 

勤めているということだけになりました。 

滋賀県大津市に技術センターが発足し，第一陣 現在はお琴を教えております。家は旭化成のへ 

として約100 名が集合しました。 3年を過ごした ーベルハウスに住み，毎日優雅に暮らしておりま 

東京より転勤し，長かった単身赴任もひとまず終 す。 

りです。相変らず出張が多く，席にいるのは月の 福富（田代）雅子（昭和48年卒・新23回） 

うち半分位でしょうか。 

先日篠原先生の最終講義という事で卒業以来初 ドラステイックな気候の変化を経験しながら生 

めて大学へ行き懐かしく思いました。 活しておりますが，降雪量が多いため除雪作業の 

寺田和彦（昭和44年卒・新19回） オーバーロードがたたって，少々腰を痛めてしま 

東レ開 生産技術第二部 主任部員 いました。 

数年間吸水性ポリマーの仕事をして参りました 

が一応目途が立ち，新たに芳香族フッ素化合物及 

び芳香族アルデヒド等のマーケティングを担当す 

る事になりました。興味をお持ちの方は是非御一 

報下さい。会社TEL 06 -202 -6031

内田克己（昭和45年卒・新20回） 

日本触媒化学工業閣 営業開発部 

丸山一典（昭和48年卒・新23回） 

長岡技術化学大学 化学系 助手 

化学の世界から離れ， 電東洋の文化文明‘の世 

界に自らの仕事をおいております。化学さらに科 

学技術との結びつきは， 「東洋科学技術史」とい 

う形で存在しています。職人の家に生を受けたも 

のとして， 「 、技術がの知恵とその伝統を絶やさ 

ず受け継いでいくことによって，文化文明の厚み 

日立創立75周年を記念して，60年4月に設立さ が増していく」ことの大切さを強く感じます。い 

れた基礎研究所へ転勤になりました。 ろいろ御指導ください。 

21世紀の事業に寄与するという長期研究と，内 ※6月18日～23日銀座・東京セントラル美術館 

外の研究者（機関）に開かれた研究所との2点が にて俳人と組んで「現代俳句と書展」を開催しま 

特微です。 す。 

丹羽 清（昭和45年卒・新20回） 村山元信（昭禾ロ48年卒・新23回） 

開日立製作所 基礎研究所 研究員 千葉県立船橋高等学校 教諭 

タイヤにも先端技術をと考え，材料の基礎研究 

に励んでおります。新しい技術を勉強するために， 

大学や学会にも時々顔を出したいと考えておりま 

す。 

竹下道孝（昭和47年卒・新22回） 

囲ブリヂストン 材料開発グループ 

12年間相変らず水処理の仕事をしています。そ 

ろそろ，違った仕事もしてみたいと思っています 

が，思うとおりには行きません。 

転勤となり新潟へやって来ました。 （今年3月 

21日付）まだ冬の新潟は知りませんが，今の季節 

では東京とほとんど変らないようです。しばらく 

は応化会の方々とも，ご無沙汰すると思いますが， 

よろしくお願いします。 

大津伸行（昭和50年卒・新25回） 

日本石油囲 新潟製油所 

今までのカラーペーパーの欠点であった，変退 

色の防止にとり組み昨年「100 年プリント」の開 
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発に成功しました。さらにより優れたカラーペー 

パーの開発をめざし，研究にあけくれています。 

小森田和夫（昭和50年卒・新25回） 

小西六写真工業囲 第2開発センター 

現在は工場生産システムの設計に携わっており 

ます。学生時代苦手で逃げまわっていた化学工学 

のツケが今頃かえって来て，毎日計算にあけくれ 

ております。 

桜井範彦（昭不ロ51年卒・新26回） 

鐘紡囲 化学品技術開発センター 

ポカリスエット，Hi-C等を飲む時には御関心 

を示されよ 

木村賢一（昭和54年卒・新29回） 

日本鋼管開 福山製鉄所 表面処理鋼板部技術室 

本年1月に現在の所属に移り，勤務地も相模原 

工場より富士小山工場と変わりました。自動車用 

ストライプのフイルム及び粘着剤の開発を担当し 

ております。 

住居が小田急線新松田駅より徒歩5分の場所に 

あります。落着いた良い環境の所で気に入ってお 

ります。 

写真フィルムの感光性粒子であるハロゲン化銀 渡辺和彦（昭和54年卒・新29回） 

を扱いながら，より感度が高く，かつ画質（粒状） 住友スリーエム囲 デコラティブ製品事業部 

の良い感材を設計するための開発研究を進めてい 

ます。 60年2月10日結婚いたしまして，千葉県君津郡 

応用化学会のメンバーも4人となり，結晶学， 袖ケ浦町に新居を構えました。 

高分子化学，色素の光化学といった領域とタック 柴原伸郎（昭和55年卒・新30回） 

ルしています。 出光興産閣 中央研究所 研究員 

宮坂 力（昭禾ロ51年卒・新26回） 

富士写真フィルム囲 足柄研究所 入社後当地に来て3年になりますが．やっと仕 

人造黒鉛用針状コークス製造会社のJ /Vをや 

っています。 

今後も又，炭素系複合材料，特殊炭素等を扱う 

機会も多く，商社に居ながら何となく学生時代の 

事が少しは役立っています。 

湯川佳昭（昭和52年卒・新27回） 

住友商事開 炭素部 

入社後当地に来て3年になりますが，やっと仕 

事に慣れたというところです。学生の頃は学生部 

会を通じ，応用化学会には大変お世話になりまし 

たが，社会に出て何もお手伝いできない事を心苦 

しく思っております。 

村田義文（昭和55年卒・新30回） 

協和醗酵工業囲 防府工場技術研究所 

住友商事開 炭素部 腎臓専門の病院で，化学工学の手法を用いた人 

工腎臓及び人工臓器の研究を行っています。 

鈴木先生及び鈴木研究室の皆様，お元気でしょ 山下明泰（昭和55年卒・新30回） 

うか。 医療法人 善仁会 研究部 

私，今年3月ようやく学生生活に終止符を打ち 

ました。現在，週2日慶応の方に非常勤として通 4 月から社会人2年目です。テニスとスキーが 

っています。しかし，いまだに常勤の職に就けま 出来ないと，会社では遊んでもらえません。学生 

せん。したがって，今，あのover doctorの悪名 時代両方に縁が無かった私ですが，会社に入って 

を浴びております。 から，テニス，スキー，卓球とスポーツにこって 

佐藤秀行（昭和53年卒・新28回） 

東京工業大学 電子化学専攻 研究生 新井愛子（昭和57年卒・新32回） 

鋼板のメッキに日夜悪戦苦闘しています。大学 

の時の基礎的な知識考え方の重要性を，ひしひし 

と感じる今日この頃です。 

新井愛子（昭和57年卒・新32回） 

住友スリーエム岡 接着剤製品事業部 技術室 

就職して早I年，毎日新しい知識の吸収とフィ 

ードバックです。何かと早大出身の方々にお世話 

- 27 - 



になる機会があります。 熱菌酸素の構造をDNAの塩基配列により決定する 

新井信之（昭和57年卒・新32回） 研究を行なっています。 

日揮囲 システムエンジニアリング本部 今井亮三（昭平ロ60年卒・新35回） 

東京工業大学大学院 学生 

最近の高校生は外見とは反比例し，考えは非常 

に幼稚な様な気がする今日この頃です。 

相賀裕嗣（昭和58年卒・新33回） 

都立篠崎高校 教諭 

毎日毎日，机に座って勉強をしています。学生 

よりも学生らしい生活が，ここ当分続きそうです。 

亀田裕之（昭和60年卒・新35回） 

日本アィ・ビー・エム岡 情報開発 

卒業してから早3年になります。時折送られて 

来る会報に懐かしく目を通しています。 数理解析研，最適化グループに配属になり，は 

母校健在の様子が，うかがえて心強く思います。 や1カ月がたちました。総勢11名からなる我がグ 

皆様の御健康と御発展をお祈りします。 ループでは，応化会の若き先輩である横山りかさ 

岡部正明（昭和58年卒・新33回） ん（旧姓戸梶，56年卒）竹内久雄さん（59年卒） 

旭硝子閣 北九州工場 化学品部 をはじめ仕事面はもとより，人間的にも非常に素 

晴らしい方々に恵まれ，会社とか職場のイメージが 

入社以来，非酸化物系セラミクスを担当開発品 書きかえられました。この環境に甘えることなく 

としていましたが，今期より酸化物系（特にBaT 自己に忠実に頑張りたいと思っています。 

】O3系半導体）を担当する事になりました。微量 斎藤広美（昭禾ロ60年卒・新35回） 

の添加物により多種多様の性質を持った焼結体を 三菱化成工業闇 総合研究所 

入社以来，非酸化物系セラミクスを担当開発品 

としていましたが，今期より酸化物系（特にBaT

】 03系半導体）を担当する事になりました。微量 

の添加物により多種多様の性質を持った焼結体を 

作ることが可能であり，非常におもしろい分野だ 

と思います。量産技術の向上という事で1年の目 

標としております。 

緒方逸平（昭和58年卒・新33回） 

日本電装囲 セラミック技術部 

化粧品業界は，消費者のニーズの多様化で多品 

種少量生産を余儀なくされています。 

そういった状況下で生産性が高く，しかも店頭 

でみんなの目をひき，購買意欲をそそる様な化粧 

品を開発していきたいと思っております。 

川添泰晴（昭和58年卒・新33回） 

大阪資生堂囲 技術一課 

4月1日から12日まで，富士山のふもとで研修 

を行った後，13日に茨城工場内の技術部に配属さ 

れました。生薬から生薬成分を抽出し，精製する 

研究を行っております。バスクリンのお風呂は， 

本当に気持ちイイデスョー！ 

飯塚正純（昭和60年卒・新35回） 

開津村順天堂 技術部 

4 月から東工大・生命化学専攻の野宗研で，好 

研修が終わって，新素材開発グールプに配属され 

てから，3週間が経ちました。 

フワフワ人生から一転し，毎日緊張しながら勉 

強に励んでおりますが，まだまだ新しい環境，未 

知の分野にとまどっている状態です。 

深町圭子（昭和60年卒・新35回） 

東亜燃料工業開 総合研究所 

新素材開発グルーフ。 
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昭和60年度 定 期 総 会 

昭和60年5月22日（水） 於】大隈会館3階 1, 2 号室 

出席者 86名 

定期総会（午後5. 00- 5. 25) 

司会 佐藤庶務理事 

1． 会長挨拶 岩城会長 

2． 議案審議 

(1） 第1号議案 昭和59年度事業報告 

①講演会，会報の発行等の恒例事業の他，本 

年は4年ごとに行なわれる、会員名簿’の 

発行があった。 

②昨年事情により1回の開催にとどまった特 

別講義は，本年は例年どおり3回開催。講 

師は3回の中2回は応用化学科卒業生，他 

の1回は慶応義塾大学の教員とする従来の 

慣例に復した。 

(2） 第2号議案 昭和59年度決算承認の件 

①会費収入は低調であり，前年度に比し10彩 

余り減少した。他面60年度以降の前納会費 

は好調で，前年度に比し18％増加した。 

②会員名簿造本代の支払いは次年度であり， 

名簿代金の大部分と広告料収入の一部は当 

年度決算に含まれるので，これに対応する 

90万円を、名簿積立金グとして計上した。 

〔監査報告〕 

小阪監事が，監事を代表して「正確かつ妥 

当な処理と認める」旨の報告があった。 

(3） 第3号議案 昭和60年度事業計画並びに 

予算承認の件 

①恒例の事業計画以外に特別のものは無い。 

②会費収入は努力目標として，特に好調であ 

った前々年より若干低い額を計上した。 

以上3議案は，いずれも原案どおり承認可決 

された。 

講演会（午後5. 30- 6. 30) 

講師紹介 佐藤庶務理事 

演 題 「原子燃料サイクルの今昔」 

講 師 中島健太郎氏 

日本原燃サービス閣 常務取締役 

昭和21年応用化学科卒・旧制27回 

懇 親会（午後6. 45- 8. 30) 

司会 百目鬼庶務理事 

1． 会長挨拶 岩城会長 

2， 挨拶，早桜会（関西支部）近況報告 

鎮目達雄氏（元会長） 

3． 学内近況報告 宮崎副会長 

（応用化学科主任） 

新任教員紹介 清水功雄氏 

（応用化学科専任講師に就任） 

4． 乾 盃（音頭） 篠原 功氏（名誉教授） 

5． ノぐーティ 

6， 校歌斉唱（リーダー） 保坂幸尚氏（新制30) 

以 上 
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会計報告

貸 借 対 照 表（昭和60年3月31日現在） 

方 

金 額 

9. 170, 000

1,890,000
1, 650, 000
2, 676, 350

37, 800
147, 161

15, 571, 311

貸

科 目 

金
金
金
金
金
金
 

資
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習
 

行
費
n

繰
 

中コ 

旧
」
。
税
糸
 

営
 

刊
会
雨
1
 

，‘ 

引
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昇
期
 

簿
納
答
I
 

運
基
名
前
所
次
 

方

金 額 

454, 736
684, 202
25, 234
187, 139
700, 000

13, 000, 000
520, 000

15, 571, 311

金
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金
金
託
金
金
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預
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通
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普
付
定
郵
 

科
 

一
一
行
‘
行
額
 

現
郵
郵
銀
貨
銀
定
 

I自 昭和59年4月1日、 

収 支 決 算 表、至 昭和60年3月31日ノ 

収 入 支 出 

科 目 金 額 科 目 金 額 

前 期 繰 越 金 516, 361 会
集
学
調
集
支
用
事
雑
名
次
 

報
会
部
連
金
部
品
務
 

積
繰
 

費
費
費
費
費
費
費
費
費
金
金
 

生
査
 

簿
期
 

会
絡
 

立
越
 

3, 615, 520
正・有志会員会費 4, 518, 000 349, 344
学 生会員会費 865. 000 407, 095
広 告 料 150, 000 30, 397
利 息 1,586, 843 151, 760
寄 付 金 
雑 収 入 

126. 500
1, 162, 500

100. 000
120,925

3, 101, 242
1,760

900, 000
147, 161

8, 925, 204 8, 925, 204

l自 昭平059年4月1日、 

小林奨学基金利息収支決算表 、至 昭和60年3月31日ノ 

収 入 支 出 

科 金 額 科 目 金 額 

前 期 繰 越 金 590, 556 次 期 繰 越 金 1. 138, 423
貸付信託収益金 536, 019
普 通預金利息 11, 848 基金総額 747 万円 

1, 138, 423 1, 138, 423 使用済利息累計 646万円 

目
 

普
 

昭 和 60 年 度 予 算 

収 入 支 出 

科 目 金 額 科 目 金 額 

前 期 繰 越 金 
正・有志会員会費 
学生会員会費 
広 告 料 

利 息 

寄 付 金 

雑 収 入 
名簿積立金取崩 

運営資金取崩 

147, 
5, 100, 
850, 

1,350, 
1, 100, 

552, 
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600, 
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000
000
000

0
839
000
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3, 
2. 

3. 
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70. 

000
000
000
000

000

000

000

000

000
000
000

10, 600, 000 10, 600. 000

費
費
費
費
費
費
費
費
費
費
費
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会 務 報 告 

定 期 総 会 29ページ参照 

役 員 会 

日 時 

会 場 

出席者 

議 案 

日 時 

会 場 

出席者 

議 案 

3 月26日（火） 午後5. 00- 7. 00

大隈会館 1階 1, 2号室 

18名 

1． 昭和60年度定期総会（日時，会場， 

議案）の件 

2． 総会当日の開催行事の件 

3. 業務担当理事の報告 

5 月22日（水） 午後4. 00- 4. 55

大隈会館 3階 3号室 

16名 

1. 昭和59年度事業報告 

2． 昭和59年度決算承認の件 

3． 昭和60年度事業計画並びに予算承 

認の件 

編集委 員会

日 時 

会 場 

出席者 

議 案 

ご 寄 付 

岸 文雄殿G日制4回） 10, 000 円 3 月19日 

鎮目達雄殿（旧制16回） 10, 000 円 5月22日 

なお， 5月下旬小林奨学基金に対し，篠原功殿 

G日制18回。今春定年退職し，現本学名誉教授） 

より70万円のご寄付がありました。 

ご 逝 去 

阿部望之殿（旧制13回）昭和60年1月 

江崎孝一殿（旧制8回）昭和60年2月12日 

井上秀治殿（旧制5回）昭和60年3月6日 

河内春雄殿（旧制5回）昭和60年4月19日 

高木外次殿（旧制4回）昭和60年5月15日 

3 月26日（火） 午後7.05 ' 8. 00

大隈会館 1階 1, 2 号室 

5 名 

I． 会報3月号の批判（反省） 

2. 会報7月号の編集企画 

日
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編 集 後 記 

60年度の新入生を迎えた前期授業も進み，早慶戦を経 

て，就職活動の問い合わせが盛んな今日この頃となって 

おります。 

本号では，まず小阪本会監事よりご提言をいただいた 

後，好評の新素材シリーズでは逢坂先生より記録材料の 

最先端をわかりやすく解説いただけました。海外および 

学内からの随想も貴重で面白い話題です。職場だよりは 

同窓数の動向と業種別から順次計画を進めておりますの 

で，いずれよろしくお願い致します。 

本会の会計業務は長年，鈴木先生のご尽力によってお 

りましたが，現在小生が非力ながら引き継いでおります。 

59年度の会計状況を本号に記載いたしてありますが，お 

陰様にて事務局の努力とあわせて，大きな欠損なしに推 

移しております。本会の顔であり紳である会報の発行は， 

経費の上からも最大の事業です。一号当りの造本印刷代 

は50万円余を要しています。会員皆様への郵送料は 

お願いの件 

会費の払込用紙を同封しましたから，お忘れな 

き中にお早くお払込み下さい。 

昨年は低目に抑えて計上した予算額をも下回る 

低調でした。会の充実発展のため，確実な納入に 

ぜひご協力をお願い致します。 

会報に叙位叙勲，褒賞，学会賞の受賞者を掲載し 

て，会員の皆様にご紹介することとなりました。 

つきましては，今後該当が生じました節は，速 

やかに事務局あてにご通知下さい。ご通知のあっ 

た方のみ掲載されますのでご了承下さい。 

■会員名簿に若干の余部があります。ご希望者 

は代金2, 000円（送料共）を添えてお申込み 

下さい。 

代金払込みは下記郵便振替が便利です。 

振替口座 東京9 - 62921番 

170円×約3500名分で60万円余です（56年より会費長年 

滞納会員約350名への発送中止）。この数字についての評 

価は諸兄各々とは存じますが，少なくともお手元で封を 

切らずに古新聞の上に積まれる会報数が減りますよう念 

じる次第です。 

会報費には，若干の編集経費が以上に加えられるのみ 

です（59年度は名簿作成費の一部が加算されています）。 

そこでご寄稿いただいた際，薄謝を準備する案が編集委 

員会で議論されております。ご多忙中に無理強い？して 

時間を割いていただくのだから原稿料は当然，依頼する 

方も資料整理代の一部として薄謝ぐらいは準備しないと 

頼みづらいとする意見です。同窓誌であるから原稿料は 

もってのほか，逆に拙文は寄せ難くなるとの意見もあり 

ます。学界では原稿一枚当り500円余が相場のようです 

が，もちろん業界誌では万円を越えるところもあるよう 

です。原稿を清書アルバイトさせても結構費用のかかる 

今日ですから，妥当な線があると思います。 

（西出宏之 記） 

会報 編集委員会 

委員長 

副委員長 

委 員 
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